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整 理 番 号  2023P-055 

補助事業名  2023年度 全国的なスポーツ大会の開催 補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 全国心身障害児福祉財団 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

障害生徒がスポーツを通じ社会性や自主性を育んでいくとともに、心身ともに健

やかに育成されるよう、関係団体及び関係機関の協力・連携のもと、障害の有無に

かかわらず、共に支え合い助け合う共生社会づくりを目指す。 

 

（２）実施内容 

http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/publics/index/34/ 

全国ろう学校ＰＴＡ連合会及び全国盲学校ＰＴＡ連合会の協力のもと聴覚及び視

覚に障害を持った生徒達を対象に全国的なスポーツ大会の開催を行った。 

聴覚障害生徒スポーツ振興 

陸上及び卓球の全国大会を開催し、陸上競技大会9月30日～10月1日熊谷スポー

ツ文化公園陸上競技場(埼玉県)、卓球大会11月3日～5日名古屋市千種スポーツセ

ンター(愛知県)の日程及び会場にて実施した。 

 

 

 

 

 

 

陸上競技大会(熊谷スポーツ文化公園) 卓球大会(名古屋市千種スポーツセンター) 

視覚障害生徒スポーツ振興 

    フロアバレー大会を開催し、8月23日～25日小笠山運動公園エコパアリーナ(静岡

県)の日程及び会場にて実施した。 

    また、フロアバレーの全国統一ルールにするため審判員養成研修会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

審判員養成研修会      試合風景(小笠山運動公園エコパアリーナ) 

http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/publics/index/34/
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２ 予想される事業実施効果 

両事業とも選手及び大会関係者が、安全に配慮して無事故で大会を開催することが

でき、フロアバレーボール大会（3日）では延538人、陸上競技大会（2日）では延1,270

人、卓球大会（3日）では延1,390人、合計で延3,198人の入場を確認している。 

また、競輪補助事業にて開催している旨を記載した看板とポスターを会場入口に、

会場内では横断幕を設置して競輪収益による補助事業のＰＲも行い、障害者スポーツ

への一層の理解促進と普及・啓発を図った。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

   http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/publics/index/34/ 

聴覚障害生徒スポーツ振興 

   全国聾学校陸上競技大会要綱(プログラム)   A4判 70頁 700部 

   全国聾学校陸上競技大会ポスター       A2判 200枚 

   全国聾学校卓球大会要綱(プログラム)     A4判 43頁 600部 

   全国聾学校卓球大会ポスター         A3判 200枚 

視覚障害生徒スポーツ振興 

   全国盲学校フロアバレー大会要綱(プログラム) A4判 41頁 400部 

   全国盲学校フロアバレー大会ポスター     A1判 400枚 

      全国盲学校フロアバレー大会チラシ      A4判 500枚 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

無し 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 全国心身障害児福祉財団 

   （ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝ ゼンコクシンシンショウガイジフクシザイダン） 

住   所： 〒170-0005 

       東京都豊島区南大塚三丁目43－11 

代 表 者： 理事長  伍藤 忠春（ﾘｼﾞﾁｮｳ ゴトウ タダハル） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 業務・管理課主任  原 みな子（ｷﾞｮｳﾑ・ｶﾝﾘｶｼｭﾆﾝ ハラ ミナコ） 

電 話 番 号： 03-5927-1280(代) 

F A X： 03-5927-1281 

E - m a i l： gyoumubu@shougaiji-zaidan.or.jp    

U R L： http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/ 

http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/publics/index/34/
mailto:gyoumubu@shougaiji-zaidan.or.jp
http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/

